
15 広報おおふなと　令和６年９月20日号 14

アンコンシャス・バイアス（無意識の偏見）を自己診断してみませんか？

いきいきいきいき通 信
編集・問い合わせ先＝男女共同参画室

TEL 0192･27･3111（☎︎内線278）FAX 0192･27･8878

市は、持続可能な開発目標（SDGs）を踏まえて
各種取り組みを推進しています。

──いきいき通信では、男女共同参画に関する情報をお知らせします。大船渡市男女共同参画情報 
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令
和
５
年
度
に
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
へ
寄
せ
ら
れ
た
相
談
は
２
５
３

件
で
、
前
年
度
か
ら
15
件
減
少
し
ま

し
た
。
年
代
別
で
は
70
歳
以
上
が
63

件
と
最
も
多
く
、
次
い
で
60
歳
代
が

37
件
で
、
60
歳
代
以
上
が
全
体
の
約

４
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
29
歳
以
下

の
相
談
件
数
は
、
前
年
度
と
同
規
模

の
30
件
で
し
た
。「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

通
販
で
、
お
試
し
価
格
の
安
価
な
商

品
を
注
文
し
た
。
高
額
な
２
個
目
が

届
き
、
定
期
購
入
と
知
っ
た
。
返
品

し
た
い
が
、
電
話
が
全
く
つ
な
が
ら

な
い
」な
ど
の
定
期
購
入
に
関
す
る

契
約
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談
が
、
各
年
代

と
も
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。

　

70
歳
代
で
は「
今
よ
り
電
話
料
や

電
気
料
が
安
く
な
る
の
で
契
約
し
な

い
か
」「
不
要
品
を
買
い
取
り
た
い
。

何
か
な
い
か
」と
い
っ
た
、
し
つ
こ

い
電
話
勧
誘
の
契
約
ト
ラ
ブ
ル
な
ど

が
あ
り
ま
し
た
。

▪
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
わ
な
い
た
め
に

　
～
迷
惑
電
話
対
策
サ
ー
ビ
ス
～

　
高
齢
者
は
自
宅
に
い
る
こ
と
が
多

い
た
め
、
電
話
勧
誘
販
売
や
訪
問
販

売
の
被
害
に
遭
い
や
す
い
で
す
。
Ｎ

Ｔ
Ｔ
東
日
本
で
は
、
70
歳
以
上
ま
た

は
70
歳
以
上
の
人
と
同
居
す
る
契
約

者
を
対
象
に
、
次
の
よ
う
な
サ
ー
ビ

ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
相
手
の
電
話
番
号
が
電
話
に
出
る

前
に
画
面
に
表
示
さ
れ
る「
ナ
ン

バ
ー・デ
ィ
ス
プ
レ
イ
」を
無
償
化

②
電
話
番
号
が
非
通
知
の
相
手
に
、

番
号
を
通
知
し
て
か
け
直
す
よ
う

自
動
音
声
で
伝
え
る「
ナ
ン
バ
ー・

リ
ク
エ
ス
ト
」を
無
償
化

　

①
と
②
を
両
方
申
し
込
む
こ
と

で
、
黒
電
話
な
ど
の
画
面
が
な
い
電

話
機
で
も
、
番
号
非
通
知
の
電
話
に

自
動
音
声
で
応
答
で
き
ま
す
。

※
無
償
化
を
適
用
す
る
た
め
に
は
申

し
込
み
が
必
要
で
す
。

▼
申
込
先
＝
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
特
殊
詐

欺
対
策
ダ
イ
ヤ
ル

　
（
☎
０
１
２
０・７
２
２・４
５
５
）

※
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
受

け
付
け

▪
困
っ
た
と
き
は
…

　
契
約
の
勧
誘
や
、
そ
の
後
の
解
約

な
ど
に
つ
い
て
不
安
な
と
き
は
、
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
ま
し
ょ

う
。
取
り
消
し
や
解
約
が
で
き
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
一
人
で
抱
え
込
ま

ず
、早
め
早
め
の
相
談
が
大
切
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先
＝
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
（
☎
内
線
１
３
４
）

高
齢
者
の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

　アンコンシャス・バイアスを知っていますか。
　アンコンシャス・バイアスとは無意識の思い込
み・偏見などと訳されます。
　代表的な例としては、「男性（女性）は、こうある
べきだ」「最近の若者（高齢者）には、こんな人が増
えている」といった無意識の思い込みによる判断
などがあります。
　アンコンシャス・バイアスは、自分の経験や日々
接する情報などに照らし合わせて情報を処理する
脳の機能で、素早く判断できるなどのメリットが
あります。
　しかし、一方で決め付けや押し付けなどにつな
がる場合もあり、気付かないうちに、人を傷つけ
たり、考えを狭めていたりすることがあるため、
注意が必要です。
　誰もがアンコンシャス・バイアスを持っている

ということを意識し、行動することで、よりよい
職場や社会の実現に近づきます。
　内閣府男女共同参画局では、ホームページでチ
ェックシートや事例集などを公開しています。
　一度、ご自分のアンコンシャス・バイアスにつ
いて、自己診断をしてみませんか。

▶対象＝妊婦さん、未就学児とその保護者、
きょうだい、ご家族（気仙地区以外にお
住まいの人も利用できます）

▶開所時間＝午前10時～午後３時（祝日、
毎週火曜日休み）

▶場所＝大船渡市子育て支援センター「す
くすくルーム」（サン・リア２階）

▶その他＝イベント・開所日は、変更とな
る場合があります。最新情報は、ホーム
ページ・つばきっずを確認ください。

▶予約・問い合わせ先＝NPO法人こそだて
シップ（☎080･3333･5689）

※利用予約は公式LINEからもできます。

期　　日 行　事　名

３日（木）10：30〜12：00 女性等就業相談員によるおしごと相談
※無料、予約優先

４日（金）10：00〜14：00 ハーフバースデー・誕生月撮影会※無料、申込不要

９日（水）11：00〜11：30 おはなしころりんの読み聞かせ※無料、申込不要

10日（木）10：00〜11：30
助産師ベビーサロン（１カ月健診後～６カ月
のお子さんが対象、助産師とのお話、ベビー
マッサージ、体重測定※おくるみなど持参）
※無料、要予約

12日（土）10：30〜11：00 パパと一緒にリズムあそび※無料、申込不要

17日（木）10：00〜11：30 なないろ（１〜２歳のお子さんが対象、保育士と
のお話、手遊びなど）※無料、要予約

17日（木）10：30〜12：00 女性等就業相談員によるおしごと相談
※無料、予約優先

18日（金）10：00〜14：00 ハーフバースデー・誕生月撮影会※無料、申込不要

20日（日）10：30〜11：00 パパと一緒に運動あそび（１カ月健診後〜12
カ月のお子さん）※無料、要予約

24日（木）10：00〜11：30
ベビーサロン（７〜12カ月のお子さんが対象、
助産師とのお話、手遊び、体重測定など）※無
料、要予約

25日（金）10：00〜11：30 アロマハンドトリートメントの日※無料、予約優先

26日（土）10：00〜11：30 なないろ（３〜４歳のお子さんが対象、保育士と
のお話、絵本読み聞かせ、ぬりえなど）※無料、要予約

令和６年10月

こども救急相談電話
夜間にお子さんの具合が悪くなった
ときは、電話相談を利用しましょう。

▶電話相談番号＝☎♯8000（携帯電話からも相談できます）　☎019・605・9000（ダイヤル式電話、PHS、IP電話用）
▶受付時間＝午後７時〜翌朝８時（年中無休）
※午後11時〜翌朝８時は、こども夜間ケアダイヤルとしての対応となります。

すくすくルーム
公式LINE

令和３年度　性別による無意識の思い込み
（アンコンシャス・バイアス）に関する調査
研究

https://www.gender.go.jp/
research/kenkyu/seibetsu_
r03.html

　(一財)自治総合センターでは、宝くじの社会貢献広
報事業として、宝くじの売上金などを財源としたコ
ミュニティ助成事業を実施し、コミュニティ活動に必
要な備品の整備などに対して助成を行っています。
▶助成対象団体＝自治会や町内会、自主防災組織など

の地域に密着して活動する団体
※趣味・芸術などに限定した団体や宗教団体、営利団

体などは除く。
▶助成対象事業の実施期間
　令和７年７月頃から令和８年２月中旬頃まで

▪申請について
▶申請期限
　９月30日（月）午後５時15分
▶その他
•申請様式は、市ホームページからダウ

ンロードできるほか、市役所本庁市民
協働課に備え付けています。

•申請後に審査を行います。申請すれば
必ず採択されるというものではありません。

▶申請先・問い合わせ先＝市民協働課（☎内線２７８）

地域でのコミュニティ活動への助成金申請を募集中！

市ホームページ

事業名 助成対象事業の概要 助成金額
一般コミュニティ助
成事業

住民が自主的に行うコミュニティ活動に直接必要な設備などの整備事業
【例】音響設備、パソコン、エアコン、発電機、草刈機、テント、防犯灯など 100万円～250万円

コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン
ター助成事業

住民の需要の実態に応じた機能を有する集会施設の建設・大規模修繕、
設備などの整備事業

【例】地域公民館などの施設の建設（土地の取得・整備費などは対象外）
事業費の５分の３以
内で2,000万円まで

青少年健全育成事業 青少年の健全育成に役立てるため、主に親子で参加するソフト事業
【例】科学実験体験、ものづくり教室、自然学習、ワークショップなど 30万円～100万円

▪募集事業の内容


